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令和7年度 資金収支予算 （単位：千円）

その他の活動
による収入
23,580

前期末支払資金残高
123,955

会費収入
4,580

経常経費補助金収入
62,126

寄付金収入
6,000

受託金収入
71,913

事業収入
8,067

介護保険事業収入
187,843

障がい福祉サービス等
事業収入
6,847

積立資産
取崩収入
8,000

その他の収入
927

法人運営事業
90,429

施設管理事業
8,102

地域包括支援事業
74,510

地域福祉
事業
39,980

本所事業所（介護保険）
152,644

貸付事業
12,288

甲田事業所
（介護保険）
125,885

公益事業
82,612

社会福祉事業
421,226

収入

503,838千円
合計

支出

503,838千円
合計

近年、ひきこもりやゴミ屋敷問題、親の介護と子育てを同時に担うダブルケアといった複合的な課題など、
個人や世帯が抱える生きづらさやリスクが多様化、複雑化しています。このような社会情勢を踏まえ、令和7
年度から新たに第3次地域福祉活動計画を策定し、住民主体による地域福祉の推進を目指し、さまざまな福
祉課題に対して個別支援と地域での協働による解決に向けた取り組みを推進します。

令和
7年度 事 業 計 画

「ともに支えあい  心豊かに」基本理念

地域の福祉を支える担い手づくり

地域の福祉活動の担い手であるボラン
ティアの発掘とその活動を支援するため、
生活支援コーディネーターの育成と地域
福祉会議事業を推進

●

●

地域への関心と福祉意識の醸成

幅広い世代の方々から福祉に対する理解
を得るための出前講座やボランティア講
座の開催

●

地域で支えあう力を
高めるつながりづくり

地域のつながりづくりと
顔の見える関係づくり

住民の身近な場所での小地域活動（地域
福祉会議やふれあいサロンなど）を推進
幅広い世代間の交流活動を進め、新たな
住民同士のつながり方を検討・実施

2

●

●

福祉・介護人材の確保、
育成・定着に向けた取り組み 

人材確保に向け事業者が抱える課題を整
理し、行政、関係機関等との解決に向けた
取り組みを実施

災害時に強い福祉支援体制

災害ボランティアへの登録を推進するた
め、災害ボランティア講座を開催
小地域活動における平常時からのつなが
りづくりの大切さを啓発

●

●

困難を抱える人への支援の充実

関係機関と協働し生活に困窮している
方々の生活相談や支援を実施
食料を必要とする方々へのフードマッチ
ングによる支援

●

●

活動目標

地域の福祉活動を
支える人づくり

1活動目標

安心・安全に暮らせる
地域づくり

情報発信と情報共有の充実

福祉や健康、住民が参加できる地域活動
の情報を「社協だより」、「包括だより」など
広報紙や出前講座で発信

地域生活課題の
多様化・複雑化・複合化への対応

総合相談や生活相談で抽出された課題に
対する、関係機関と連携した包括的支援
生きづらさを抱え社会的に孤立している
方に対する、社会参加や居場所づくりの
実施
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●

●

●
権利擁護の推進

成年後見制度に関する情報を提供し制度
利用の支援
地域福祉や権利擁護事業の広報と啓発
権利擁護センターの開設に向けた市との
連携

●

●

●

協働による地域福祉の推進

地域福祉会議を中心とした地域福祉を推
進する協働の場づくりと、地域福祉推進
体制の整備

●

相談窓口の強化

生活の困りごとや不安を抱えた方が気軽
に相談できる場の構築

●
組織力の強化

社協の安定した経営、職員の資質向上お
よび財政基盤の強化

●

活動目標

社協だより2 社協だより 3



令和6年度 団体会員・賛助会員令和6年度 団体会員・賛助会員
多くの団体・個人の皆さまより会員にお申し込みをいただき、ありがとうございました。ご協

力いただきました会費は、地域福祉活動のさらなる充実を図るための財源として、活用させて
いただきます。　　※社協だより等に、団体名・個人名の掲載を承諾された方のみ掲載しています。

ご協力

ありがとう

ございまし
た

多くの法人にご協力いただき、誠にありがとうございました。

赤い羽根共同募金「法人募金」ご協力のお礼 41件 367,918円
（令和7年3月31日現在）

子育てを応援したい人と、応援してほしい人が助け合う「ファミリー・サ
ポート・センター事業」と「一時預り事業」の会員が親睦を深める交流会を
開催しました。参加した子どもたちは、保育士が用意した紙人形劇やひな
飾り作り、「うれしいおひなさま」の合唱などを楽しみました。

2月22日（土） 第28回ファミサポ交流会開催□ふれあいセンターいきいきの里所

MDST代表の明木一悦氏を講師にお迎えし、ボランティア活動の実践例を
交えながら分かりやすく講話いただき、改めてその意義や魅力を学ぶ貴重な機
会になりました。グループワークでは、地域の現状を共有し、担い手確保や自分
たちにできることについて意見を交わしました。参加者や職員にとって多くの気
付きを得られる有意義な時間となりました。

3月15日（土）
ボランティア講演会
住みよいまちづくり×ボランティア
～できることから始めてみませんか～

□クリスタルアージョ所

団体会員【五十音順・敬称略】

〈吉田町〉

●
一般社団法人安芸高田市医師会
会長　則川希貞

● 安芸高田市商工会

●
公益社団法人安芸高田市
シルバー人材センター

● 安芸土木建築株式会社
● 株式会社オキタ石油
● 有限会社オキタ設備
● 株式会社北屋
● ゲイビ車輌株式会社
● 公田設備
● コスモ薬局
● こだま整形外科医院
● サイクルショップ平林
● サンパラソル
● 下土居建設
● 株式会社杉野自動車
● 世羅印刷株式会社
● 大和重工株式会社　吉田工場
● 株式会社竹 ガラス
● 冨本電機商会
● 有限会社原田時計店
● 平賀金属工業株式会社
● 平原内科医院
● 広島ガス高田販売株式会社

●
広島県厚生農業協同組合連合会
吉田総合病院

● ひろしま農業協同組合
● 株式会社マルシン
● 三田葬祭
● 株式会社森末製畳所
● 矢賀谷農機ハウジング
● ヨネシタ建設
● 有限会社脇地石油店

〈吉田町〉
● 安芸高田市商工会
● 安芸高田ライオンズクラブ
● 安芸土木建築株式会社
● 井上内科医院
● 有限会社オキタ設備
● サンパラソル
● 世羅印刷株式会社
● 大和重工株式会社　吉田工場
● 株式会社高田環境
● 株式会社竹 ガラス
● 広島ガス高田販売株式会社
● 株式会社マルシン

●
広島県厚生農業協同組合連合会
吉田総合病院

● ヨネシタ建設

〈八千代町〉
● 植崎治療院
● 珈琲庵舞
● 左官業田原
● 株式会社高山

●
デイサービスセンター
幸せ物語八千代

● 土師ダムサイクリングターミナル
● 簸川建設株式会社
● 広島アルミニウム工業株式会社

●
ボートレースチケットショップ
安芸高田

●
医療法人社団八千代会
八千代病院介護医療院

● 有限会社山根製材所

〈美土里町〉
● 石井運送有限会社
● 有限会社オガサワラ
● 田中運送有限会社
● 有限会社MY・DO
● 株式会社ミドリ

〈高宮町〉
● エコミュージアム川根
● 株式会社SKサービス
● 株式会社熊高組
● JA全農Aコープ株式会社
● 車検のコバック安芸高田店
● すずらん薬局高宮店
● 株式会社たかたケアサービス
● 株式会社高宮中央タクシー
● 株式会社武田電設
● 有限会社田中物産
● 株式会社塚本鉄工所
● 殿田石油店
● ビューティサポー株式会社
● 有限会社ボデーショップタカタ

〈八千代町〉
● 有限会社いしがみ
● 左官業田原
● 株式会社高山
● 富士メディカル株式会社

●
医療法人社団八千代会
八千代病院介護医療院

● 有限会社山本木工所

〈美土里町〉
● 有限会社オガサワラ
● 有限会社清原組
● 株式会社ミドリ

〈高宮町〉
● 有限会社アートモータース
● 株式会社ＳＫサービス
● 株式会社たかたケアサービス
● 殿田石油店

● 有限会社ルーフセンター塚本
● 株式会社和田組

〈甲田町〉
● 有限会社井川ポンプ店
● 株式会社吉川商店
● 有限会社甲立タクシー
● 株式会社シンシア
● 有限会社高田オート
● 徳永医院
● 株式会社ハマイ物産
● 林電機商会
● 株式会社パルパ

●
社会福祉法人三篠会
高齢者総合福祉施設　甲田

〈向原町〉

●
エディオン向原店
株式会社佐々木電機

● 高橋電機向原
● 有限会社ひだに
● 株式会社船越鉄工
● 株式会社山口製作所

〈市外〉
● 株式会社菁文社
● 一般社団法人プロジェクトF
● 株式会社ハンズ
● 株式会社ユニオン企画
● 扶桑電通株式会社　中国支店
● Honda Cars 三次　三次店
● 三次マツダモータース株式会社
● 理研産業株式会社

賛助会員【五十音順・敬称略】
● 金川郁夫
● 株式会社中央興業
● 中国新聞甲立販売所
● 年宗政義
● 山中敏生

● 有限会社ボデーショップタカタ
● 有限会社ルーフセンター塚本
● 株式会社和田組

〈甲田町〉
● 有限会社井川ポンプ店
● 有限会社甲立タクシー
● 株式会社迫広砕石
● 有限会社高田オート
● 有限会社タカタトラベルサービス
● 中国新聞甲立販売所
● 徳永医院
● 株式会社ハマイ物産

〈向原町〉

●
エディオン向原店
株式会社佐々木電機

● 株式会社船越鉄工
● 株式会社山口製作所

社協だより4 社協だより 5



(敬称略）
11月21日～3月20日

温かいご寄附をいただきありがとうございました。
いただいたご寄附は、地域福祉活動へ大切に活用させていただきます。
社会福祉協議会への寄附金は所得税法による寄附金控除を受けることができます。
ご寄附の情報は、寄附者ご本人の承諾を得たもののみを掲載しています。

お太助協力隊

広告を出しませんか？

有料広告を募集します
安芸高田市社会福祉協議会「社協だより」

〈問い合わせ〉総務課　☎42-2941

応募枠

サイズ

色

1枠
縦4㎝×横6㎝
2色、フルカラー

地域福祉会議の
八千代

今
回
は

取り組み紹介

八千代地域福祉会議

より多くのお困りごとをお手伝い

市内全域に設置されている地域福祉
会議の取り組みを紹介します。

私たち八千代地域福祉会議は、地域の結
びつきを第一に考え、「住民同士の支え合
い」「自分たちの地域は自分達で守る」という
目的に向かって取り組みをしています。
まず、生活する上でちょっとした困りごと
について出来る事から始めてみようと、令和
5年1月にお太助協力隊を発足し、佐々井地
区でのゴミ出し支援を開始、4月には、八千
代町全域で実施する事としました。同時に他
市町の住民主体で支え合いの取り組みをさ
れている方々と交流会を行ない、これからの
活動の拡充について参考にさせていただき

● 八千代地域福祉会議
議長　福田 美恵子さん

協議等を重ね、令和7年2月からゴミ出し以
外のちょっとした困りごとの支援を開始し、
住民の方への周知活動も取り組んでいます。
また、町内各関係機関との合同会議も実
施し、それぞれの立場での気づきや暮らして
行く上での生活課題・地域課題について共
有することで、少しずつでも解決に向けて今
後も継続していく事を考えています。

わたしたち住民が、ふつうに・くらせる・
しあわせを感じられる八千代町となるよう
活動していきたいと思います。

一般寄附
● 匿名　3名

香典返しにかえて
寄附者／行政区／故人

● 吉田町

吉山　文明 山手
日南下 吉山フミカ

矢田ゆかり 柳原 矢田　靖子
鉄本　秀樹 山手沖 鉄本　年子
久保　　眞 常友日南  保　君枝
三木さゆり 常楽寺 三木チズヱ
島葊　常子 下竹原 松井　君江
加藤　　聡 印内 増川　幹代
田淵　久美 相合５ 田淵　文康
戸田イクコ 下竹原 宮下　悟清
小川美津子 柳原 小川　芳史
松浦　博幸 本谷中 松浦　浤子
横山マサミ 川向1 横山　訓三
砂堀　松男 上小山 砂堀　信行
大田　三浩 徳田 大田　裕子
山本　弘美 徳田 大内　正利
横田　幸一 高樋 横田コシヱ
三原　　洋 左円２ 三原　和男
眞田　憲治 高樋 眞田　修一
藤通　靜稀 西浦上 竹口　治江
谷川　弘夫 徳田 谷川スミヱ
西村明日香 川原 武岡　朋代
田坂八重子 上小山 田坂　満德
岩本　　健 上迫2 岩本　恭治
中村　政弘 小草 中村ユキミ
光下　正則 坂巻 光下フミエ
青崎　凌子 徳田 青崎　和行
大塚　　武 下入江2 大塚エミ子
生駒智惠子 太郎丸 生駒　勝之
● 八千代町

掛田　三男 中佐々井 掛田ヒトミ

岡山　和彦 中佐々井 岡山ハトノ
賀志古礼子 土井 賀志古　究
登田　敏子 下佐々井 登田　義之
松浦美根子 みどり会1 松浦　利貞

● 美土里町

早川　和枝 竹之内 早川　眞典
清井　正枝 石丸 清井　慰子
岡本まゆみ 日南 浜崎　菊枝
南免羅和彦 宝前 南免羅俊彦
山田　　茂 雁子原 山田　尚毅
立川　義則 広森 立川　幸子
佐藤　俊治 瀬木 世羅ヱミ子
高杉　洋幸 出店 高杉　文雄
佐々木智明 有藤 佐々木現心
藤井　勝裕 上城 藤井　敬子
新宅　秋博 原 新宅　吾郎
庄田　充則 奈良原 庄田チヅコ
折田　文江 栃木 折田　繁人

● 高宮町

宮本　僕夫 竹部迫 宮本　輝馬
住田　守保 下式敷 住田一二子
日山三枝子 上城 日山　澄子
今田　和明 門田 今田アキコ
上野　寿彦 三田林 上野　高男
末田　啓三 五十貫部 末田　操子
曽根　章男 中原 曽 根 　 定 夫
中田　實男 後側 中田千代子
秋本　達也 
　　　織穂

下船木 秋本　邦惠

信上　幸三 信木 信上　信子
垣貞　桂司 下羽佐竹 垣貞　光枝
小野　正明 下宮 小野　綾美
亀﨑　卓夫 薬師 亀崎　重子
新田ひなえ 上羽佐竹 西 本  　 猛
平田　孝義 田屋郷 平田　春三

猪花　和信 中之郷 猪花　京子

● 甲田町

福井　隆博 中市 福井　住子
田中　　茂 祇園迫 田中　時夫
寺本　明生 余谷 寺本トシコ
谷口　達男 道木3 谷口ヤスヱ
中島　節子 上高地 中島　憲章
本田　朝子 西本通 本田　裕男
久保　直之 上庄北 久保　信明
住田　　光 平佐 住田　孫一
佐々木　浩 古旗 佐々木正信
狩山　敏宏 中合 狩山　和子
下高　　忠 表長見山 下高　光枝
前川　清隆 下長屋 前川　愛子
重高　克也 下高地 重髙オツネ
玉井　　均 東本通 玉井　菊枝
金山　洋介 智徳 金山　幸治
水野　愼介 下市3 水野　秋雄
蕪田　浩二 中央通 蕪田　信行

● 向原町

古玉　福恵 戸島8区 髙本　正幸
大畠　正和 坂8区上 大畠カズコ
波多野須磨子 有留1区 波多野茂夫
檜山　和廣 有留7区 檜山ツルミ
白砂　民夫 坂2区

駅通り 白砂　博男
大志茂まゆみ 坂10区 小野　茂子
山口　眞雄 坂8区上 山口ヒサ子
大江　良治 坂16区 大江　要三
舩川　範昭 坂15区下 舩川壽美子
佐藤眞理子 有留5区 佐藤あき子

● 安芸高田市以外

石井　晶子 広島市
安佐南区 川本　俊榮

● 匿名　2名
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おしらせ

日本赤十字社活動資金ご協力のお願い

日本赤十字社安芸高田市地区では、今年度も各地区の
福祉委員の方を通じて会費のご協力をお願いしています。
　皆さまのあたたかいご支援をお願いします。

【　　　　　　】 社会福祉法人　安芸高田市社会福祉協議会　〒731-0521　広島県安芸高田市吉田町常友1564-2（安芸高田市保健センター内）

● 電話（0826）42-2941　FAX（0826）47-1312　　● ホームページ http://www.akisha.jp/

発行・編集

▶ 加入期間：令和7年5月1日（木）～令和8年3月31日（火）
▶ 会費：1戸当たり500円

戸別会員（世帯） 500円 ／ 1世帯

賛助会員（個人） 1,000円 ／ 1人

団体会員（団体・法人） 3,000円 ／ 1団体

社協会員の種類と会費（年間）
地域福祉活動
会費の主な使途

申込窓口

社協会員になりませんか？

市社協では、社協会員に登録していただける方を随時募集しています。会費は地域福祉活動や情報
発信など、全て地域に還元しています。

・市社協本所　・各支所
※申込書はホームページからダウンロードできます。

日本赤十字社の活動資金は、赤十

字の理念やその活動内容に賛同し

てご加入いただいた会員の皆さま

からの会費で賄われています。

・ふれあいサロン事業
・小地域のお茶の間サロン事業
・認知症カフェ事業　など

情報発信
・社協だより（年4回発行）

応募方法につきましては、市社協本所・各支

所窓口、ホームページ、回覧チラシにてご確

認ください。

応募方法

4月1日(火)～6月30日(月)　※17：30必着
応募受付期間

20,000円～100,000円
助成金額

・地域住民を対象とした福祉活動事業

・ボランティア活動事業

・当事者団体活動事業

・地域福祉活動事業

対象事業

令和7年4月1日(火)～令和8年3月31日(火)
対象事業実施期間

[問い合わせ] 地域福祉課　☎47-1131

安全・安心な福祉のまちづくりを推進する住民団体・グループの活動を支援するため、
皆さまから寄せられた赤い羽根共同募金の一部を活用し助成します。
※審査によって、助成金額の減額や交付できない場合がございます。

共同募金配分金地域助成事業公募のご案内令和7年度


